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10
月
24
日
の
市
政
報
告
会
で
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
か
ら
「
制
限
速
度
を
守
ら
な
い
車
が

多
い
」「
宿
の
交
差
点
で
、
以
前
死
亡
事
故
が

あ
っ
た
。
歩
車
分
離
の
信
号
に
で
き
な
い
か
」

「
自
治
会
を
脱
退
す
る
人
が
多
く
て
困
る
」

等
の
ご
意
見
・
ご
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
「
黒
浜
沼
よ
り
黒
浜
保
育
園
に

向
か
う
道
路
か
ら
県
道
蓮
田
杉
戸
線
へ
車
で

出
る
時
、
歩
行
者
を
轢
き
そ
う
に
な
っ
た
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
あ
る
が
、
歩
行
者
が
見
え

な
い
」
と
い
う
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。 

担
当
の
自
治
振
興
課
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

新
設
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
、「
業
者
を
通
し
て

現
在
あ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
角
度
を
動
か

し
、
車
と
歩
行
者
が
見
え
る
よ
う
最
大
限
調

整
す
る
」
と
返
事
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は

歩
行
者
も
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

10
月
7
日
か
ら
9
日
に
か
け
て
、
民

生
文
教
委
員
会
で
、
滋
賀
県
守
山
市
（
在

宅
医
療
・
介
護
連
携
サ
ポ
ー
ト
）
、
大
阪

府
高
槻
市
（
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
）
、
奈
良
県
大
和
郡
山
市
（
不
登
校
対

策
）
を
行
政
視
察
し
ま
し
た
。 

大
和
郡
山
市
の
不
登
校
対
策
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。
ち
な
み
に
大
和
郡
山
市

は
人
口
約
8
万
8
千
人
の
城
下
町
で
す

（
蓮
田
は
約
６
万
２
千
人
）。 

 

【一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
支
援
体
制
】 

平
成
15
年
に
「
不
登
校
児
童
生
徒
支
援

教
育
特
区
」
の
認
定
を
国
か
ら
受
け
、
不

登
校
の
児
童
・
生
徒
の
社
会
的
自
立
を
支

援
す
る
た
め
、
学
科
指
導
教
室
「
Ａ
Ｓ
Ｕ

（
ア
ス
）」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
心
の
居
場
所
づ
く
り
◆
豊
か
な
体

験
活
動
◆
進
路
保
障
等
10
項
目
の
基
本

理
念
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
17
年
度
に
は
、
全
国
で
初
め
て
高

校
入
試
で
Ａ
Ｓ
Ｕ
の
内
申
書
が
提
出
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
不
登
校
に
よ
る
高
校

進
学
に
不
利
が
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。 

今
年
度
こ
こ
に
通
っ
て
い
る
の
は
小 

 

今
年
度
こ
こ
に
通
っ
て
い
る
の
は
小
学

生
３
名
、
中
学
生
16
名
の
合
計
19
名
で

す
。
迎
え
る
ス
タ
ッ
フ
は
教
員
が
10
名
、

指
導
主
事
が
１
名
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
３

名
、
大
学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
（
指
導
補
助
・

相
談
相
手
）
が
４
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
手
厚
い
学
習
支

援
体
制
が
と
ら
れ
、
卒
業
後
の
進
路
は
ほ

ぼ
全
員
が
高
校
に
進
学
し
て
い
ま
す
。 

 

【自
発
的
意
思
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
】 

自
分
で
計
画
を
立
て
、
学
び
た
い
学
習

に
取
り
組
む
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」、
自

分
を
見
つ
め
自
己
表
現
を
す
る
「
あ
ゆ
み

タ
イ
ム
」
な
ど
、
特
色
あ
る
教
科
に
生
き

生
き
と
取
組
む
様
子
が
紹
介
さ
れ
、
本
来

の 

市議会議員 

 

 

のミラーには車道は映るが、手前
の歩道は全く映らなかった。左から
の歩行者が死角になってしまう。 

   

の
「
教
育
」

と

は

な

に

か
、
考
え
さ

せ

ら

れ

ま

し
た
。 

 

（
下
の
写
真

は
不
登
校
児

童
・
生
徒
が
通

う
Ａ
Ｓ
Ｕ
） 

 お気づきの点がありましたら、 
お気軽にご要望をお寄せ下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

11 /12（木）小児・障害メディカルセンター視察 

     （八王子小児病院跡地にできた施設） 

/13（金）臨時議会 

/14（土）黒浜そばまつり  

/15（日）在宅医療推進フォーラム（パルシー） 

/19（木）２０１６年度予算要望書を市長へ提出 

/21（土）親子ふれあい村（市役所） 

/23（月）産業祭農業まつり（農トレセンター） 

/27（金）１２月議会開会 

/28（土）蓮田マラソン 

 /30～12/4 平和のための戦争展・展示（市役所） 

12/  3（木）議案質疑 

  /  4（金）総務委員会＜傍聴＞ 

  /  5（土）平和のための戦争展・講演会 

（中央公民館） 

   /  7（月）民生文教委員会 

  /  8（火）建設経済委員会＜傍聴＞ 

  /10,11,14 一般質問 

  /18（金）１２月議会閉会 

  /22（火）蓮田白岡衛生組合議会 

 

 

 

10
月
14
日
、
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
の
現
在
地
存
続

を
求
め
る
連
絡
会
が
、
上
田
知
事
あ
て
に
要
望
書
を

提
出
し
、
県
担
当
者
と
懇
談
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

患
者
家
族
と
地
元
住
民
の
願
い
と
し
て 

 

①
地
元
説
明
会
の
開
催 

 

②
小
児
の
救
急
・
入
院
医
療
施
設
を
現
在
地
に 

 

③
新
都
心
の
新
病
院
の
コ
ン
ビ
ニ
は
、
感
染
症
予
防 

の
た
め
不
特
定
多
数
が
利
用
で
き
な
い
よ
う
に 

と
要
望
し
ま
し
た
。 

患
者
家
族
か
ら
は
「
近
く
の
病
院
で
は
診
て
も
ら

え
な
い
」
「
弱
い
子
が
多
く
、
新
病
院
の
コ
ン
ビ
ニ

は
不
特
定
多
数
を
対
象
に
し
な
い
で
ほ
し
い
」
な
ど

の
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

現
在
地
に
は
医
療
型
障
が
い
児
入
所
施
設
（
６
千

㎡
）
が
整
備
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
11
月
6
日
に
は

施
設
の
運
営
を
担
う
「
優
先
交
渉
権
者
」
が
医
療
法

人
社
団 

医
鳳
会
（
所
沢
市
）
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

日本共産党黒浜支部・後援会 検索 
 

 船橋ゆき子のブログ 

 

検索 
 

 
  

（
好
評
に
つ
き
、
今
月
号
も 

桜 

蓮
子
さ
ん
の
川
柳
で
す
） 

 

・
六
人
に 

一
人
は
鳴
ら
す 

貧
～
困
～
感 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
貧
者
の
鐘
） 

・
貧
す
れ
ば 

ど
ん
尻
近
し 
下
４
位 

（
貧
困
率
先
進
３４
ケ
国
中
の
ワ
ー
ス
ト
４
位
） 

・
だ
れ
の
子
も 

殺
さ
せ
ま
せ
ん 

叫
ぶ
マ
マ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
戦
争
法
に
怒
る
母
親
） 

・
気
前
よ
く 

勲
章
差
し
出
す 

安
倍
総
理 

 
 
 
 
 

 

（
イ
ラ
ク
戦
指
導
の
元
米
長
官
へ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

残
り
の
土
地

（
５
万
５
千

㎡
）
は
併
設
施

設
と
し
て
小
児

救
急
・
入
院
の

医
療
施
設
を
整

備
し
て
ほ
し

い
。
こ
れ
か
ら

も
声
を
届
け
て

い
き
ま
す
。 

 
 

 
 

１０
月
２４
日
（
土
）
の

午
後
、
２０
名
程
（
初
め

て
の
方
が
３
名
）
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

報
告
の
あ
と
、
表
面

の
下
に
記
載
し
た
よ
う

な
ご
意
見
・
ご
要
望
が

出
さ
れ
、
と
て
も
貴
重

な
報
告
会
で
し
た
。 

次
回
も
お
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

県担当者に要望書を提出（左端 

が船橋・埼玉県庁にて） 

９
月
議
会
の
報
告
会

開
き
ま
し
た
。 

 安保法制に反対している女性 10名+子ども１名

が集まりました。「関心のない人たちに広げるに

は」「投票率を上げるには」など、悩みを交流しな

がらアイディアを出し合いました。 

 共産党への要望として「もっとパリッとオシャレ

に活動してほしい。内容はいいものだから、伝わ

る工夫をしてほしい」というご意 

見もいただきました。努力しま 

す！ご一緒に戦争法を廃止さ 

せるためにがん 

ばりましょう！ 

（ママの会＠埼玉のロゴマーク） 

10/15「安保関連法に反対するママの会＠埼玉 

 おしゃべり政治サロン」に参加しました 


